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まえがさ

独 アメリカ に おけな 公 行 林材 り 価 愿 ならび/二 現在 o 林産 条々ぐ»-旅 

○教かは昼んでろり しかるおそらく次○状年商.そは一ﾡﾡしく. そ 

しく政冷的にﾡﾡとさみこヒIになろう、 こういっ/た情労下において. せ 

系の-部 おい ては い 向. 条的的 な係然 当 産 ウ森林任も になじんでさて 

いクスクせノ今初民系のへ化おっ及ﾡなみとために. スエー デンを対 

&にとり力げクことはEにる当くあクしﾡりク:

こは糸任救及 とLて コルグァ "スにおけクォレ ゴン州入手に永坊 ミ 

fTん.ストレファー ト 氏の 人工 ～ デン林糸に 円 す み新段 レポー トと"スエ 

-チンにおけ必状星物Y負人ﾡﾡう故め" という放今 /&◇ページに2 

よ般ﾡより減会さろんえ ら /.

pたくレY.ストレファートらY○スは 会せにみ とリPけ 

スエーチンンマヨーロッパにおけろ 林茶ﾡ済学 にﾡすク糸ﾡど水の人冷(く 

対物善靱C起困“ているのぐみ" /

&はムい周彼○条条したストックホルム○チ立 A学族っ校長 く力っな. 

似はスエ-デン とドイ ツにおける冽の大学かり 右君芸位セ尝ナ.热業給港 

余におけク系③係○人物○-人Y して国際的に若そで あ女. そしく糸 

段済多有ヒ しく函性OFA0本バ しくさ くいと.

めちろん. 似は, ヒりわけ •カシジナヴィ次：と亩ヨーロッパはおいて 

※るで»り また北アメリカ. ン違 インド, aネよがヤ平段国のみ

血じく大ﾡ分のせ界今ﾡ新情に神3 しくいク. ﾡは林系隆済余でに い 

て※冊みる行ビ次ら命文な表L くいク、 系ユ燃ﾡをにおいく 

は 2o 当ﾡ初費以糸め林4物ﾡおY ユ木ﾡﾡみ施勢々 ヒ りカげていみべ 

みこでらはこの内恩を新細に分して いぁ. 彼は. コルグァ スにけ2



レ ン入多 キリ系ス 弋 京阪( 丸る本考•乡王 姿部分を 校打 S みためg 

符に疤じた.

ストレファ ートらみ示表セクウく. 為はﾡ向に含あスエーチンと部 

フメリカにナけク円6よク4ﾡ同3角報ム比そうこ4っくいめ」 を

こなう ことにより 過去半世紀 亿 目と立太個太のスェー ゲンンアメリカﾡ 

国にけ2ほ用一ﾡよくﾡﾡ し.そしく神ネにけと原刑そ撤※ »う 

えに役つ2 とそﾡ常 L < いみ.

今せ2力にいく」 スェーデンはRにふい向にﾡっく」国内やxぬ 

ゲにヨヨ-日ッべク列9第分へ2増はﾡネみる生&すめ/○にA燃々gせ 

しくさくッ. 当ﾡ 品アメり"のん妹は天係にA原生妹○水ﾡで»り 

ほとんビき※そみサチ いず)、は遊力的帯妥に対 て ネ生&そお こ4 っ 

くいた. アメリが市場は 西新つ林産べ数令でさなかっ/五大湖地力る 

らどに市係から相対的にﾡﾡ○太が«供常、"くいた.ベナマ優気。 

(夕/2チ甲動し/た. 自隣 aqにいくは市場にﾡ6縦しくい。 

本卜にけがネ松ならめに その他○林星物に強*的に用 さ» 8っとL< 

ﾡ値々じっくいた.かかと報行ﾡ4点Aは記ﾡにおけ2総ん妹ﾡ腺っ う 

多使か 9 第分を 占めて いクにすざなのっん. 今せﾡ。当ぁ。条向にお、、 

て 立木み状災価幽はﾡ途に*し 数倍忆 3 なった. こら%/は似。

受株からさた? ぐはなく 後な依糸と次知によッ m%u< ネ材スえべ 

ら 木 材価格の商勝を もたらす で あろ う ヒいっ/一«にA ○たさん 

め飛生したものく力った. 面者にけ»当夕/2年○休り頃まで 大御み 

の弘有林材は,次の車柄. つり面都○小、いネ材る. 剤刑上ﾡくろ» 

Yいラこンにより当に考えんクよりめ. ふう大さな式価値な8っ 

くい/. いいかえば, 当附. 大偽つ番例木ﾡはﾡﾡ命な"抑光細値"な 

g っ <いた。 しか し直ﾡ状て対 しては ・小た価値" ※8って いなめ った 

ラアメ リカにおいく は赤は済は未京 み っ たろに ヘエーデン は" 

、え成2ゆ階に並しくい/た ストレファートAは ・◇レートにおいく 

立木例格 0 小先価か«い、、： 广…；ミ ニ ヒ( くなペ くいみ.

ﾡネ*せﾡ◇問. 五大地力ならびに南名くは アメリ におけ ク木林 

市ﾡに分な供待なわこなうにはそつ能力さﾡ しく減し. かく くこ◇分 

野忆譬くベミほビ 0 終济的吸化加生じて さ くい2っ 力ろ. は代っく 

ネ材供ﾡに大さなウェイ トzあろに登っくさくいろ. ロeおけクみ 

○nl用はﾡ入し ﾡ時に永河ら消ﾡも増大した。

物務要を経過 していみか ざり. ネ材は市湯番致に対た すクレフより8, 

Iﾡ釈式なのがク/めに林さた. こういっ に行9は回内なみ/2 

国外お^ク必ﾡ供除2なり アメ' 力ばけでな。 いくつハの外商に 

おけ»立ス(総«彩響なかにえた. ・都材の細 おに相 対作億く 電ポ Q , 

そ②た公行求材の似株は で と なか、った. こういった的サはオス次せみ大 ・ 

、の条ス期頃でつういた. そ今役 強ぷな状4、あ新炎べ生し ネﾡ供 

今り照 K が姿求でれた. しか、しな次ら 現在. 量次依株/にM用でミクネ材 

教量 は 師 坊満 要人 エリ 要求 や バク重よリ 8受くはなかった.

ノ4年まぐ. 天際に総く o 公 Y 大ﾡ分のﾡ林は係ﾡ生准 

径るﾡ委に立N しく生た*てさていた. *のようにしくミみ木材ら 

年 次節•殺故椽 Y. *にプラス*/た年次似係/ 別 mみ化つねﾡ 林材 

は&物○市ﾡﾡ挙対 して 供鈴不兄 であった. こ ういっ率竹により. 

小、ためにﾡ木材細格2 高ﾡな米し z

を 尊増加爪 より. " 意株" 今 央現ば可ﾡ tら しめみべく公有にお 

けク道以加飛べ伝さた。 細よ、泊湾○他求メﾡ知省べなハった材ﾡY 

ﾡ震のネ材 ・問*みようにな り, またポ縁済的に核くミなハっ/ 

地数に よ <作 糸 ○松大が なさンこYIてなった



会 /4年Nそ互っ て. 係統生た球盤に立脚 して いない超有抹対りかな 

り絶は法な似状かこが」っ/. こ○向 条次似係型はﾡそ示していた, 

永有水材今年次ゆ杯ﾡ2減少はﾡ分的ぐろり 会体的くは4く 公有A 

○年次似杯型の増加により相本*んく いた. タく の 公有林材 が利用 ハ 

或地域においく 6, 次伏ﾡつ対委となリうクスﾡ救置。減ルに上り n 

各以能に対 し くネ材み供令%お こなうこ とベ田邦に aっくさて いめ. 

水氏り地域にち、、ては. 販に祝供:た公有林材に対 し てと統争入れは 

※でやった. しかし系近,かへろネ材のふﾡﾡ○増知により * 

ヌ れくさくい.

スエーチンにいては ネ口«求々生セは 係ぬ主ﾡ求会にロ 

物してい〃公有抹てらびに私有林次ら年々ィ戈株く ・ ・太材女登にえ分。4 

虎庆払われ e ら こまく及町さ ていクよう恐りあ. こ○よラス*

カは 木材供令に対しく工場た力のはな総 通アメリカの或世城に 

みめれ2上ク高おそ抑止みに叔立っくさていろ. さらに, スェーデ 

ンにおいくは. 工場能力の比ﾡ的込い大は あさらハに ﾡか的には. 

小径木材と同しく以前利用 しなハっ/た#邪を伏用 すクこと/より点ぜらハ 

てさくいク.

スト レファ - 卜らみすくたレポートは. 林条ﾡ済○食承と共に将求m 

アメ リカに生ずと門愛を方えク場合、 有益示会をん/メク こ Yになカう.

ダヴ'イド•T •マアソン

商サンチィ アン激育部書計画る系会 

会長
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株べ. しばらくの向. m父れくミた総くつ国々においくホょと木 

とのﾡﾡべ統的にﾡ席しく ミたこヒそ共通的にﾡ除し ていろ. か、く 

こ○銀ﾡべ予見し好々相 ネにい て $ 地統 しく行くく力ろう ン仮宏さろ 

のは当べくカみう. しかしながら. よく幌魚しくみろと」 当初一警したﾡ 

よ りる 一ﾡ後催ぐろ こ とかわかろ

ネ材ならどに木ﾡみヤ系に力け あ趣労物向は四台に林投共にﾡす 

る決院に入さく网係.* めっくいろ. 林泉べー国に力いく 用先/中保統生度 

に務して行く/つく. 株准物 らび立木お○対糸におけ クサ は. 

ま係悦生&つ電#に対 し く祝項なおこ な うに当っ く そつ製委性増促 L 

っっカと. 役者は. ハノ、み投資の終頃的収誑が低い. 久くく林&物ならど 

に立太価かの上ﾡ子想に上 り殺あぬ裂○ろ々国にい < ヒり ゆけ 

1妻くろった. 著索上, 再地状○凝\ならどに初ﾡ炊ﾡにおけと化2 
数株ベ及ヒ して○プ レスラーつ地代ﾡ線は. 項なめびに員本の枚 

ﾡくおけク利子色下のツ校なろたえあため に及期 に ガけ 2 ネ材価ﾡが 

あ脇しくくヒ い った方メカ«杯用せぶろ将なかった. ころことは及い 

ﾡ条Y方メ りろ め②◇-般的意又ヒ ○v合 な研条な 心 け2れめてヅ翌で 

ろったろく方わ

ﾡ産物Yユ木ヒ②ﾡﾡIZM してこま く統いたﾡサべヤ決つジﾡに目 

っ<継6す クこヒ はﾡく 白ﾡみよう迎ゆみ けれビる こ ○分ずにおけ 

みャ冽が z さ n みこ ヒは W ろこレてん力 この*洲 . こ

く淡いたﾡ z& *せあといった ww 初 少的X う法にユ脚 す 2 だ け 

くは4く 産物ならどにユ木細ﾡ/形物 して いみ妥因分にビ立脚 

して\»のくろろ
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かか々今がは 納光炊にいて なゃた研っ上系 めえ分な契パ 

ろ. 計が的示ミハ/子洲ﾡ系は 羽書ﾡ間ルこ○神炎地城/対してo 

み正しいである" どいうのは こ○か秀おけみ熱余件は場n と防期 と に 

より相当に浜化していクとと公著央くろみハらでろろ。他力 他○総てて 

おけ少倍恐と同いく 全物と木倍おとな*長体的に一条Aに考く強作用 

同/てほ关面的なオ目互作用が存を している,こoととは. かかみか受へらﾡ 

らと背サオずにータ◇-牧2 もたらす とと 忆 なみっ けでろ2. そ教ス

ーデン でお a 4pたと連○研力は 同 じ立.場忆 あみ他の 国忆対 L て 

もお筠の网心が りたあことにな力う

スエ - デンに け 林産物な ら びに 立木価

: (/
約すてばさごこつ利っ/つの研えが系スエーデンに対 しく完成、した, 

字/次ビ飛大、ﾡ→衆的で力った余件そセ合 クため/て /?07～ノ3ョ 

にまく*かつぼっく研究べな、/. こ○方決にいく. また, パルブ 

よが総人糸○激し松系さセ初 していろ. この松ﾡはA太材Y木Y○個 

沼に確久な彩騎を 务よぼ していと8と汚 tゅられろ. そ以前にまでさヘ 

○っ て調益そおこなう こ と は非. 帝日映妖洪いとは存え ら汝 ない. とい 

のはスエーデンにおいて は個 ・うク 太ﾡ場は /◇9年斎. 長い向」 

れっく条税しなかったという ことベー般に知らくいみから ろみ.

2太ﾡおは市場におけク林ﾡ物仰お, ならどにゆ林.熱送 m工ﾡ貴用 

/依各しくいク. スエーデンにおけと林艦物は主に」 情栄謝材, パルプ 

ﾡならに依ﾡくろみ. せ市場にけ々ﾡ価ﾡは, イギ"ス市場 

におけみﾡﾡほどチくスエ - デン②林達物個おに彩容さ及ばしくいない. 

イキリス市におけみ価 おは 木材 パ ル よが Aに 対すみせ派 ○揃入市 

場おけ々系81裂な単 一妥因でろ».

仪侬.粉医,ならどにね工貨刑は非ﾡに相べろ. ヒリPけ代表的企 

家 に おけみ和工火用幺長い期间忆迫 っ てﾡ求すろ こ とはかな り函ﾡであろ.

く1) 2ts#e2そ 7.," ひかecた合cdtcatdLcne& 及eそzMfcwde 

2ctva2dzt ccた cと & 名zod〜んそとそ 人wgy2 *んe子ッ&aた 

+Cax4 そz#そとと と . /742. アcc そとcイx ダ <そ4yと ペxイ 

#2 カカルイ ec(en." uPPcイca d そんe tcae ムメン J 

ダ と, パそeeたwt, wecen. % う /240. くexumte 

イ九 P4ん )

4 J ’* 、



しか し ながら ズ材価ﾡはす くなくと8 /ク2ア～年iにまそかっ 

っく統計的にﾡ述でミろ一層一律的な系列ななし ていろ そで また京、 

ならびに皇系に力いくえねPた質知が叙計的に並求すろこ とかくミク 

どなら賞は主表な資ﾡそ因で力り そしくそ○上昇的歳券○故に. * 

別の 网心が火払いれて いクから そある.

ﾡ 1 永 /7ク/～/子4/年そイギリス精入 t救材 

用針染材材.化学木材ルプン新向ﾡ価ﾡ

み乙
Cんeovccz2 
wvouu合

hcwッuc才
2M。C.uxとと
ルcと ルルガ

-一

wut

/ xなnazd
ecxtt /cそ を, /tautdt /ucと- そ /の/～ 2, 一 /2e

/o/- 2 1 &/ ・/ o /◇o

/夕/3 ム”ダ シマ 〃/“ /2

/ラe シ7 シ/e クラ

/7ク /ク/ァ / // /c4

/72 ? ”む シ〃 oo

/o / / タテ

/夕4 &/4 eシ/o 4 . 44

/P4 P/ イ ッ z

/クフ パ $o/e イ/z ケe7

/g方 シ〃 ・ン/< イ 7

/タク? <シ/7 ペ !

/742 4/ シ6 /o

/Px/ / 々4 * ”が
--***------------マ ・t-〜- 一 -マ

—5 —

4nmuz2 *びo在cmucnズイe /ラeaxd /、とe む そ&e イoucted/ 

dent.

1 Ceudeteud wecd. dのw く 2 uイ zEoncd )

2 みcmu /アヌケ c dィタ～&cそと coccuu9o <<nceackc >

3 Cexeuそcd Pzew

クeazイ一czdc

4 o xなndaxdイ =

&azcez4ec& ootdイ *2そaそct /P2/一/P/P. Pem

/ク2〜/</

/P2 Seazd #ccそ

5 ・en子 そ

林産物価 格

/?ク/年から/?ざ/年そ全之まくイギリ スにギ入ミれた林産物 - 

崇が材, サルファイ ト・パルブならび(て新削紙 - ○総はﾡ/表に 

ら2こヒくイギリ ス○弱例針 上 り 求された.必まにおけク価場塩ﾡ 

«一4よく系したるっヒ してﾡ 図そろげろこ と 公でさ ク. こら図/い 

て は/P8の年まくまかっばっ く いる. 御え価指枚2 8 っ て修正した後 

ておけ»倍格慮ﾡを検封す2 こ と はまたﾡ裂でろろ. これ は 灰と 図/2か い 

くろらp*て いク

ﾡ/次 ダ2次せ沢大牧Y鍋ﾡ殺ﾡに よ り 敢しい価爲鉤擔 久生超 々れく 

いと. またﾡ2図にクY新ス次世界大戦役にけクより8. ポノ次せ 

入修彼に軼前価怒、の後怖 小一画 上 く 実現 さた ことが知らろ こらこ 

Yは艦物ﾡお,すくなくと8イギり ス 場におけ 2林産物、は 2 

ベ出ア大救 な的てみかないハは洲としく. い人坪/にa"Lて 

・ »こ となだ味 してい»
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相 した産物に Wしく. ﾡ特微べﾡ期及物 おい くては いが 見分 

け々ことができク. かくく ※お材ﾡおは /as。 年みら /夕/ク 年で 

漸増的* 勢を示し. 注/火世界大城过例 にし て,そ今後 ォス次ゼ系メッ

で月一水ととまっくいた。この長期蔵野は 期白/2. 曲統的下降顔 

向そ示したヴ ルファイ ト・パルならどにﾡ加ﾡ○個お燃朔 と相度マ示 し 

ていク. をス 次世界大戦後. 才業ル倍おはサルファイ ト・パルプなりム 

に新間ﾡ倍悠より め-ﾡ高水ﾡにととまって さくいろ.した許ﾡにナ 

けと刑場ネ件からこら○優お物向%就のしようとすスこ とはふみ送 る 

あろう. らに. こは登去②ことで力ろ.

ペエーデ ンの太材ならがに並水ﾡﾡはイ *ッ ス○熱入細ﾡに よ リ ﾡ史 

rズみ秒内 てが、、く農囲やれて ・た. そLてスエ- チンにけみホが組な 

はハなり 新棒7 イギリス今 倍x®向 にしたよってい。

丸太材驚格

数用た*とパル材のﾡﾡは/次せ沢大殺 o 時期 みら相当oL/

*を* ? (株付す2こ と^でミ 2. 何女ならスェー アンKけあ御8賀 

#は今ぜﾡみ初肌へら夕坂み地力のuAGに』りメ具さ 媒: < ・

い2からぐ力ろ. 初判2料は*マスみ火でろ»べ, 市信なは新次決 

べす2こと意彩Yなってさていみ. ォス次せ系大感検,御ﾡは一般に林 

湊•集と 森;哪有君;競同/ておけ クスみ総※ ヒLくろらゆ/. .

光スエ-デンにナいくは. 太は竹通 ロ○工場までﾡて運はくミ 

ていク. 久くて凡大級怒女, たヒオメ大ム突際、てﾡ/において波, ス 

しく称1救レﾡ殺分け糸用をみに/ﾡおセメわ/に とLてめ ロ 

い て活べ < らて い ◇9であ々 .

商スエーデンはﾡ優ﾡはない. 丸大、に一取た トラック 趋みぐ. ゐ2複 

及まぐ糸迫京スらどに 湖方 に お いく 波 くれ くいろ. 個おは迫1宜べ つけ 

り, そしてタ沙により 品湾ならみに内降のな方て仰ごしくいクエカ 

立に方&なな? こ と "し/に大ロ込 地坂に ロ っ < 一ﾡに夕*て いク. 

市スェーデン会休に対 してすら 変 異 は力、な リカ、で い.

全糸氷ﾡﾡ○よ2み<神成ていち※切メ人からりふ部分の伏探は こo 

よクに処分くれておリ. 残余っ8つはユ木, しばしば六林府行着仰令に 

ょりﾡ独た規ﾡに上り敗 く夕. またゐな林@ぷっ /テzそﾡ 

pしくいク回術球っ一叩◇ﾡ状はなYL く林産系に敗が、九, u決方/に 

よりが. そしてﾡさていろ. しかしなべら 大分のもらは現 

&. #2 した木材 パペル会社と しく E式に細ﾡ*/吹ﾡが有っ林ﾡ祭 

へ※2み. 力みいは立木で. 8んくﾡにより*ていろ.

※2なの中力い く. ※材河松ん太ろﾡ総はLﾡスエ - デン 91我な河 

川でカクオングルマナルフェン対 2acznu.ta&いen 元c4 と南術スエ 

アンにけみスつ○地城 フインネロオジ ア 系oさ4々 く ヘラッ 7迫ﾡ) 

と グネールZa.cxL. ( > そ対みに しておミてくいろ. そしてまたこれ 

はナ3函のこと く図示ハうみ. 切元細将北救で修工 したなにい ・ すら 

実負的な価格上幷が 生じた こ と %女系からみろ こと が で さる. 大A 

○供ゃヘ»少 しくさて いみろ ぐ 大体材細林へね対的に 8fE対的c

大巾 に 上我 してミて いる よ うにﾡわあべ, 茨係てはそ○待を求切っく 

ハ小なのカゲーで大な上な示Lて み. しかし なべら. ネ材に対す2 

列のﾡﾡ材料ゆべ普 は人※材 より& 大属材 に-酒大さな※gなスぼしてミ

てい々
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スエー デン (フィン ネコオ ジア と ヴネールゝにおけろ材 用松価ﾡ

※2承 北部スエーヂン( 2yemtata2いcn 河> と 南 邸

2c2z

も P

MB4 K

クw-eoyd プ /ルnte
1 っcパ p

Cn / c+c fceそ くa&dez クdavc) アと
<dc 

/740-
/22

イum夕cz
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CncntantdP〜ez ue乙 イato 
Zduczt 

&

、ィみwnue.-
a

_全」ど &" 2・

/727-/ヲ /ダ3o 43 7 反？ スニ ヱ6

/クヌタ -8 ク承〃 クo /ヘ2 /ス 22 /22 'ス

/?4 /3$o 4 4ス 2o y

//4 242 々 4/ . ダ/

卜

/ク7 クP 2e 勾 メ 4 * アア

/?se ク7 アク 44 必 4/ 夕7

/夕57 み, o 々 以

/4e メス20 4 4/ ス /2o

プncz /2ヌ-& = /2p

/タラダ～と /20 /22 /2o /22 /22 /e2

/s .那 422 4e ァ/ <o 今4e ・

/夕4 47 ロか 44 ケ 7o

/ケ7 纟" /
如 4 422 ss4

/ク co 42o 4 ダ ヒタダ

/7 4se ペクマ ラァチ 攵'

/4e .77 e7 ク2 ィ2夕 夕/
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7く

■

-ア&e /auccd イ wecLん. cu2xctす- イ イん at4 fo4Powo子 ズo4合c4 

otc &ecnt cerxeztc 花 U S cvzewt才- aオ イ&e fzedcnる. zaそc %

o U S. doど〜 ケ メwcdcuた Czヘwtts. &0そtcc& そic. 2 ゲ 

◇claxge イcx c/ancd dw&xy そ&e /cシ〜イ atdcこ CetccCezaぞcont.

u tkc 2 ダ cxcんaと & ・アラ そイ afccズ /ア兄

& &#czencc < czcAa?e イax "e ccc ぞ&c *weaん 

/とu グ wcv4 axd ル"、 /&^c.u.cそ ar&cc% と /ルえくかtQえ 4シtcrtde- 

イ 今也 そん タu.た クペとそとぞ・ &そe2と % そイと ダ イxcそc"e イax 

なんot axcぞizz cewzuc. S &dx ぞc -ate. Cet化〜e&.とer #cぴeと 

そんcwん そe wイ& /cそcAdイ #e zc&2 ぞzexd が そん eedた 

Auou w.&と 鹿 役et x/cetcnttcd ぞんan wcw& 4 そc caxe ダ 

ん cuxxxどox ctz atcce ckwgcイ バ cccecdaotce "イん% 

# とイ&C 2 ダ -22cんaと

このﾡ用太価の上ﾡは. こ に対やす ろネ材価おのみ用 と状ミ

らべさぐろろ. ﾡ材用太と木材 ○簡お券 o 同 に立 る れ ク絡ﾡな岡 

保はみらない. しかし. ※ス表にいく示*くいク, ※材刑松入ふと 

松木材み倍お系列なみク ヒさ 一ﾡ○次化W係々み»こ とべで ミク. かく . 

※材用太ﾡは」 /?2P～/3平から ノタタよ〜&向に司っく 

ネ状価およりかなり 大 に上ﾡしくまていクことは明色で»2. しか し か 

く <解らた水ﾡにと救 し <. 現在○※材ﾡ太ﾡおは太ﾡﾡについて 

F-②ﾡ加%示していない. 全体としく. /72?～/折から/242 

年にﾡ少ﾡ問なみわY木材個おはやフほビ上しくいク. ーカ ※材用 

x※価ﾡはアから ノ/f竹○上ﾡそ示しくいク
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スプル ス パルブカ価ﾡ

パル材価はナ3ネなら 小 屋 を 〜区にみらろように同がに風問さ 

くさていろ. /?2ワ～/5ら ノP42承に回ろ木材パルの裕は 

パルプ材細ﾡケﾡくあったつに対比しく〜 よ他く»っ. 炉-ﾡ向に 

3本 北新スェー デンと商部スエーデンにおけ 2
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ルルス〃力エ, タ /ee

I

アジダー38 /2P /22 /2e /22 1■

/ *24 ス (テ7 よ7
•

イ 1 タク/ サフ xp
/?47 g/身 &7 x ・
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ミ
ミ
噴
ゴ
郑
ロ

卸光節 稼め収は夂传に塔〃。 し/た.

九ﾡおベ祭的にいっ く 木材ならみに木材パルプの価より 8-場 

ﾡしくミくい2こヒ は知工た系べ令覆化に よっく -な救にくい 

クー-音何毎 く めカクん求然的にはA太材○帝代によっ て決文されろ な 

メ うこヒべぐさ/とやう事安によっく主に就明すクことかくま2. ら 

に6パルA糸○場合, こ ら の 片•來 は班合と折 し いﾡルズ製品 ○性A 

お上大規ﾡ化によってﾡな増し得てミていろ こみﾡ. ※品¥位 

あた"○分イ○常はﾡﾡっ商件的上 な相か2には かぐは なかった 

けれども. これら○産系は孫料に対 しくもねなヌう こと次ぐ きた.

立木価格

条係にスいた立木ﾡおについくは. 政府行からつウ木以えそ 

めこヒにより及め及く研えすろ こ とべくまろ. 大ﾡら立木歌光はﾡに 

上りおこなゆていク. この統売は全冰と Lて 回○ネ材7歩○表示ビ 

してかなり 択立って いる, 大分み政有林はスエー デン○求北ﾡに仰島 

しくいめ, し、し立木は全会回る地においてﾡ元ミていク. 次の前系 

*岡総はKﾡ有から②鋭元に よ り お こなわ な った立木敗たさふくん 

そいみ, 立木販は /7クタ～ /3身総子 222 みュカフイー トで 

っり 政行旅の総ゆ杯ﾡらよ/イにべしていろ. しかしそ除

?42年4222ラ立カフィ ー-ト ま ぐ斬,成し < ・ くいク. こLは ﾡ一 

がにおけと総(夕杯私 o ス ズ わた っ < い ク.

スエー デンにおけク北ﾡ込ら中新へ o 大 —— /22o マイル 近 い 

- ・2木細おクく相置○サ2 マ/るッ時东列向 以/けつ りせ" く 

4 四参知 ) «対みに tく 計」る い ろ こ 以 匸 A的あセ州走物価职次ぐ修 

エろン, 条際価ﾡの 明 台 x 上べか、な り 、さ V ろ
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4表 スエー デンにおけるﾡ有林ら立木価裕
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牙5図 光、域 国河う配置図
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しへしなから クく く納本さ/にユ太ﾡﾡくすら立太価つ貴○複りく 

bP くいaい, 何教な4らば1木価おは: ら期問中てや株さポネら 

平均サイ べの他小より強く彩客さくいクから ぐ力ろ. こはヒ リPけ 

229意北新○地城にい くﾡ着くんみ。

この著ポのるへは系光郡地めにおいくネくﾡ光 /ど木2平材 

べ. /タ/ / 系/2/と 立力フィー ト であった %○が /ク4 ◇年にはよロカ方 

フィー トに く滅少したことな招みとさ型解さク. こ○ことそ功◇力法 

ぐカらルっすと. 平均ﾡ高当搭は /ァノ/手には的バスインナく力っんめ? 

お, /夕く。年には的フインナに4くな»て さ くいろ.

消次 未材生艦○函推性z伴 っ< ィダ杯、べは正隆林地/24くスんて さく 

い2こと%, *らに院茶*らべさくろ力う.カ. こら○未材生Aに 

お'ナラ困殖核の塔大は. 大なり 小なリ, 着色敵っ改場. とりわけ 卜 

ツク瀆慈と流送降勺 次者によ リ 相表さくさてい2.

立木個ﾡて対 す ク木材検波少今彩響 ^ ミ

により炊た */ﾡ木。子均材Aべみ してさくいクといっ cアA 

は. あし 久探に おけク 直経係向今分ﾡへ知られて いるら ば今戒的 /2ペチ 

てさクくあろう. 敗永み会ﾡﾡ木べ直ﾡみ/て印つけら. そして 

然さくいみら 直径ﾡ向○分択はこの然 &ヒっいくなしうろく 

ろろう. かかろ分抑はシェレフラメんメ&・224才< Ruez 次流ク 

系と新スエー テン9山林廚 怕区 に ついて ノタィ/〜28 年っ期間 弘って 

みこp. そ しく永さていん」 ヤ 9 梭の期同に対し くは/ ク7 ヨ 

.3 くu常っ永により神アミくいみ. ※材用太ヒネルパルィおな 

> ひ 、 平的系件 下に*けク糸材生准ビ 流送* に資すナろ芝千2教にめと 

グいく めしﾡぐう らた木ﾡべ会期問/2 亘 っ く期向ら 当4初 (/ラ// 

-19- 

年)おけみとﾡじ直後段同今分吹セ 8っ /Y依ﾡした場令 立木価 

総はどう ぐ力ったハな計す2 こ とかてミ ク. A部の他格が師元物価捐救 

そビっ く4エミく ミく"ろ. 1

■小力方族 で. 二○地力に お う ら立太(ベ/ 当リ平均5ス4 (A) 

で と濟 して さた こと ベ計 くさくいろ. らイン ナつ#太っ必太 

総は 22 ィo#令で 上ﾡLくさてい»こ とベty ていと. こ◇ことか 

らルプA糸②ﾡ妥光ろ総系ヒ tて,小な木○立木価おベー倉入さ <上 

予しくさくいクみくろ». ま た ユ木価場上は/?//年と/クア早岡 

2 年向 ノ/x, /ワラ7年ヒ /タゥフ 承商 4+% く力ろこYベ知らた.

く < s さ/ﾡ総ノ9はﾡ辺と する源件/こだけ通応 る 入 み. なォ小 

4太令のい光みく は 価格 上•於率は高 く. し/公っ < \い、木価格を め 

, くいみﾡ地抜くは木御為の上象が他い : ・ を世奈 し クルであ ら" 

解祭大次ろ別の点氏 へくくぷ:/:個ねﾡ労は. ﾡﾡ○当初ナい

てAく以たぐミ なかっ 小終材。 市場性 の 出大 の 坎に. 全,稼冰力、, 夕 何! ほ 

※ルにﾡ約がわく いない こ ヒ ぐあ». こ は戸 じa級を 8 っ くﾡ成さ 

て いあそテル次林から係統生&域ﾡに立 して伏林ミみ年次株1さ 

ﾡすみこYIてより ﾡ で き み. な”、み そデルは宮後ﾡによ り 分熱 n

似ビ 系体体株ﾡ さ てﾡ し く いろ 以•很表に よ り ﾡ束 すクこYべぐきみ. こ 

y は旅状網査研究所 み。系uc 元e.eaxck J勿a Iて より 消意 で 川 

たび水表々吹用すクこY によ っ< おこ な く き く いろ. この目的のため 

cヒ例スエ-デンにおけク政子的ななルべ逆夕く ミ てい力. このな 

外 はa 向 エーカー当り タウカフィ -卜の 大吹及デ← あ ■■• C.、み

ノタノ/ビ /ア7年Nに おけ わえ②出Aマっ入信? 1 vレ / 

4の拾ゆ期で グ4メ く核) と 計鼻 キ ハくい/. この吹の一排はこ ○期 

向の当初におい て市ﾡ性めち将なみっこン はて、ミみべ くろう

一

3
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期; 可クノ於リ忆おいて す ら 当初問似○送干都分は市彩性% めち行なかった. 

小後木生産。 ほとんど ない長輪後期に対 して 健 この令は少なく - 

短輸期ほ対しては なお一忍ﾡいそろろ

中部 入工 - デンにおける 立. 木価格

す ぐに述べた こレくパーセンティジでつらルし/ 木価おっ 上は 

ﾡゅかに光例スエーデンの内唯Iにおけろ ごと くヌ初み立木べﾡヘった地| 

教バおく一層大きかハっ/た. そ教 上ﾡは立太価ﾡへと例スエーアンに 

おけクよ り 8 か っ/: 南新 ならび/て 中部 スエーデン に おいて は 他か っ た. 

かかク理で. 一番南より ○地ﾡにおけク立木価おっ上ﾡに ついくながす 

るこた は興改おあろ" こ○検がは往時よりアーつ輸期なもあ 係統生 

産基鑑くユ脚してﾡ理 くさ/たんにおいて は可能であら う. かかみな 

は, ﾡノ業み木スらに木高妥に対し て突な供総でス係すみん 

に係所生ハ浮く よ 導入*んヤ新スエーデン○もいﾡ系な らがに余地 

予ぐろクヘルグスラーグンタな2。p... に兄出すことがくさ2. ダレカ 

ル ア 2a2cc2z2a 州 ○都規系 ◇マリ ングスボー イz2yッ今 に将旋 I 

くい みかかクべ, /P7ヲ年欲条会社 より画/より ﾡ入 L. スエ 

-アン林学水イ化。血スノ o&.xe グ ラzcな /そより似用* 

た. このなと そ - でお こ ならて いク製営 はヤ郭スェー デンお けク会 

的な入於林糸と方 えらてまていみ.」 てして ハかと意味令お いくね 

当染味がもた2. 係ﾡ生艦と その立木価○/っっ研が /アノ2量/に 

な.

こ mY現後○生産ﾡの〕ポく『 よッ ォ/次せ沢 大ﾡﾡから / 7 

年ヒ金方立カメ - トル当 ッ 立木価格は -ﾡ水ﾡ/おいく / 4 m 

てまていみ こは/ズ くﾡ洲) う年次ク という :Yになろ 北ダ \
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ェ デンに おけ 上り め相4すく な った け ビジ 向親 と れみ期/ 

目って ータ○上べ立太価ボっ フちに生じくミたこYはM部ハク じ 

羽会により ごみネ簡Aﾡ入»主なと新かはオスせ不入戦板にじ 

ミたこ とべ知ら2. こ は こみ時期におけク産物価なク糸や上刑 と

なしくい».かハみ刑宙く状#木○平均材Aは会体期向にﾡっ < 旧 

ばﾡじでカっ/ とヒ 次仮火 ぐ3 2 .
ノァノス年におけ々ヘフメール当り iﾡ依ﾡ型 は /アぐﾡ年におけクヒ 

ほ戸じぐ力った. こ は木スべ スエーデンの •汉浜I 庭県/こかい<な /に 次 

用 キはた初期商代忆 おい く, &糸に よ り ﾡボ ペ /c英次な木炎新委/に よ 

り税四すみこY次くさと. 系小社材木です ら この目的に対し く快知す タ こ 

»ムぐさた。 そるして 内 ベ な おな価 カっ穴へらくカク.

*/次せ系大戦ﾡっ こ ○初ﾡ○財期におい て パルプガは假価将と 会卵 

な納山千段○め中新 スエ - デンの内陸へら市場崎 くきなかった. 現 

な 炎係Z木人は製地さくいない.小ﾡ太ースブルスに対しくは卜 

ッ直仏『インチ下なめどに松に対しくはよインナメ下ラインター 

はパル材と して敗ミ. よ り大ミ大独え太は製材用地太 としく敗来 

・ていろ トップ直社ヌイ ンチ 以下 り 利 はマ リングスボー イ2ッc 

»ら坂マイルIてあクスキンスッ テベルグ ・fcwux&atteムez o 政府 ﾡ 

ゆ電求エルに妖材としくうらくい2. この場所において 欧は/ 

レ社名に対すみ工場Yかなり 大 な米材工場な禄茶 しくいろ.ベルチ 

ッ7通の%く染区ﾡは#//ペマイルでカリ そ し く木林みか送

はスタン ダー ド当り &2e ドルない しはボードフィー ト当り42e ドル 

てあみ。
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運平貴. 未材生&貴ムらどにﾡ材用太Yパルプろ • ; 

木ﾡ裕

立木価 ﾡ ◇ 研父 出 共型的なイプに おけろ 求資 と 系材 生産/ 対すろ 

立木価恐のﾡ係と郭査すみこ とよ ソミ らz松大すス こ とがでさょう. か 

かみ運由ぐ. スフのケースそ /フは光スエ-デンくオングルマナルフ 

エン河派め),化っ/つはﾡ師スエ-デン くフィ ンネルロジアヌcれとムな- 

42 ぐした.いず◇ヶースにナいくめ. 殺資, 未材生産なら 

どに立木価みは /7o 7年から /? ど◇年ま で②向/にﾡ っくトッ 直社 

&インのなスに対 L < 分れミハ くさく いろ. ﾡﾡ共はu林み○年※ 

告者に*け 少市場ﾡ価表に よっていろ. 赤材生経女は ノラス4 年役の期ﾡ

対 しく. ーカ永抹労仇組.今と他カ 山みならど他○ﾡ林有右Y e 

固 における穴涉り饮忆次をくれた出 来断伙い興金/て よっていみ. 初期っ年 

ベに対 しては糸材性星水は伏木人と運ﾡ大。/ 日当り 費念○壊労に したべ 

っ いる と仮定 で丸く さくいク. こは /ァ/8 年以来公式に記録 ミ吹 < 

さくいと. 初判○堺間に対しては 森林労仍 と 賃金/て 関す•多將別の研究か; 

/ア /年おこ なpnん.

未材生た女み計ﾡにろた って 木光Y鈴区産にアすみ偽余件公内ﾡ 

と み全期岡/ユ っ<同一 そちっと仮夕し てさていクこY は当 く力ろ」 

光新スエ-デンにおい <は 3キロ メ - トル (<Pマイル) ○旅 くに 

よク)がオン ゲル マナルフェンI おけ ク平均流ﾡにﾡケ さ て い み と 

依久 *てま くいろ. 南部ス 工-デンに ナ い <は,島 I よ 2求よ は よ ソ A 

ハく ス し < /グキセメー トル<クタ マイル>今昭ﾡケ伏用 T Aて ・ <い 

. : ②みるは派送は滅チお こ な < いいへら こ今場令派 

'cJ余： 巩て いない . エめまく2トラック運な承は. 双 手. つまり産糸に 

ょりメ込ハていあ」ト ラ: ツク 血路忆 か»»斌 格 は次涉 忆よリ 決メさ
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そしくWを○こヒく工場まく ○配ﾡに 岡保い前領スエーデン会体にﾡっ 

< ほとんど同に く力ろ.

ォ今表においくは,型W女 ネル生A女ならどに木ﾡ縁べ /P40 

年○幅ね水な式季として修エミWく ﾡ救てい»。

賢5表 北部 入 エーデン くオン グルマ ナル フェン 河)

Y 南部 ス 工ーデン くフィ ンネロオジア- 

&&おra)Iにおけクよイ ン ナ○松糸材刑九太 

つ価 平均未材生え資Y立ネ価ﾡ

資 用 は 伐倒 と此部 スエー デン そおい くは河洋ま ぐ② ﾡ旅法ど南ﾡスエ 

ー デン におい て は トラッグ道陽式でのア城よﾡさ令む. ﾡﾡﾡは北 

執スエーデンにおいては/タマイ ル. 南都スエ - デン/そおい <は 27 マ 

イル で ある. ﾡ山ﾡは 北新 スエーデン おゅ み未 生産 共 o に ・ 

まくいわ,

オングルマ ルフェン河 フィンネロオ ジア

立カフィートリセントく 条林 ﾡゾ注/ 立カフィート当りセント(火材かパオハ)

年
t ﾡ、 式 用 立木お 価 な 太価ﾡ

/ククタ〜/ J /s4 /.ース スく ス ラ4 /フみ

/タラケ〜8 スス← & o 43 2みよ

/ケ7 / & / < ス a ヌク 刃ル

/78 タス 4 /” スラ 夕 4 2ス4 ス& 4

/タケ? * 4 / 纟 24.7 〜ス.ケ ア» クフ

/742 44 /4 Jo. 2 s. 3 &.2 43

く1) なし
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こ②表から 系材生A女 と 商切スエー デンにおいては ト ラッフﾡ ぐ

北新スコ-デン ・Tロて安2ﾡべ地悦的/に上してさくいみこ 

とケ知らろ. このこヒは 九太材に対すクﾡﾡにけク上アしに 

木価ﾡそ双しい下べ生じくミていクこンなししくいク. しかし ながら . 

かかと上浮が生じてさくいク. そし てそはの木価格の上子% さたすほど 

分入ミかった. ﾡっところは. とハわけオス次せ入牧徴おいく 

かり空手でろっ たポ材 生産 おけみ ﾡ依化 と他つ 合的ラ法 o 彩署なせ 

gし ていない

業の ﾡﾡ質条

すぐに行 もれ ていみごと く,水楽 多カイカ賃銀は 立木価格 忆, らには林 

業係済会休に 空表な彩容な力よ ほし くいろっ ぐ. スエ ーデンおけ みﾡ

ガイ貿ﾡ○柚務に対 しく活干つ方素々加えクことは妥当くろろう. -ﾡ 

迫切な賀料公*4なに将救ていあ. *表に は/? /ターノイタ以*2 

ヒが ならがに南部『スエーアン2おけク 妹条○ 労伪 賞殺, 枚条 なら tA ※ 

ﾡ奴べ将救て いク.北部スェ- デンI2おけク糸ﾡ賞 くイ太央 )はす 

くなく ヒ めた系労的と戸じ水に列し てさてい». また索材史産と連椒 

◇仕幸は 毎耳交涉の結果と して決火さ2非ﾡにくゆ しい価お表によ 

は は未ﾡないに会体的によっていクことは機さろべさくろろう. か 

< く/ヨ4りﾡさ ク2収入は 弋 ま *ま今ガの者 より そ «ヌなり や 

らロー2ヌ称右にいく g. よ りをすろ. ネ表/列*ん賞 

銀は平均収入なろら し, 統計日的で 地方な宮 cよリ 報告 t / gって
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» 6本 他A ※ 效奴 ¥ o 比戦に け み 平均なみ物

契 (ペ木大 > •

/Pど0※単てWた城価数* って 修止

FT1_
久 ノ、夫

1 枚系物
※材 エッ 

ッ 納 A

パルプエ場
金後集平将

スエーデン
南 w 
スエーデン

/アィ3 27。 2・/o / sケ 2 ラ 2 ラ 2Y

/タス2 2.スの / 72 バ 4 &ラ/ 2 よ 2

/ ス・7グ 24e 270 o. 42 & クス ◇77

/Po タケ ス.&o ス4e 4よ/ o<o o44

/7$o a <g a 2o 244 クス 25o

. 2 o 况〃ク 4./e /2 <? / /

木夫とﾡﾡﾡ質は/日当 リ ドル、他は/ﾡ向当 り ドルく し.

/日8時向ガ物 )

お» 明台そにはかなり誤ﾡ8ろろようXろ /っらことな 

あ げ 火 ヰ稼動 日系分層 さ はﾡ次ﾡﾡ てきくいろ. しかレ こ今kつい

<刑でさクﾡはない. また現社○効条的みゆ日今長さにﾡいてめ A 

糸分死右②み門ﾡについてﾡ意はない.

こあの共料から。総物槍衣 ぐ 修 正 し たﾡに おけ ク 依木負叙 は北部 

スエー ヂンICナいく救前 から/?44まで分年んフズ. 南ス エ - デン 

おいて チ4%e上昇セ示 していみこ と休らろ でろろう
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八? 上そ対や す ク 手段 としく .)ﾡまY 現た 

におけと系材生虐○令/化

核御 ならどに トラッフ道ﾡおよ河口式でつ動さﾡ用 

C内すク型ちにラけク微ご相会に4あと う<なくY8 : 

らみポ択っか林2仕著に対しては 央銀上そ殺すクほ2 

え分ソ幸的な令確化はなかった こと を しめ しくいろ. y o ﾡ 

明 まで 可能 で あっ たかゃ 決気 すみこYは」 糸件べ当スっく 

"クみでかなり函ﾡでろ。. 総力. かみ象状○4市に*い 

は 合理化によっく河。みっ 巾 は 小:». 系f o 

珏 円 は 例 ・ﾡジほガけ々ダイクﾡ的は ヒ部スェ- デ ン に 

ク副らびに会社有 就 おいて 平年 ス～夕* くカっ 

たといいれてきている. 二は現4 株林労め。旅導"袋岡 

として。 物器○伏問ﾡの効系さくんぐい2. しかし 

なが ら こゥ合型化ﾡ今は こ ○ 分ずに を いくは衣くは a神ミ

と とはくき %い, 今理化。主なク代系はむさ 機械 u ら 

どにトラックク- 糸ォ 生星いっ /-ﾡっ ﾡ本 化 Ic よ り ﾡ 

いし トラックク - のす ハ、てよろﾡ問の u ハ、かみ が; 

そ油品すろためみ 、ラ •ンン P認っ 設/ よ り. そ L < 系後に

済的 枚、と 9 ミクはとに的Yヤ条々中化す 

みこ 缸エ りー 層 — 化 X 座/でも み, こ ら○合預化 

○ﾡ系 立ネイ お は表 、読 みセリラみ上によりょい介 

私ななして きて いろ.

現を あめ化tよって 平均 的な 友林 茶代 ト におい て/ 

ヘ/日 7。か、ら ノス。カカフィ - 卜そ 株 し. トラック 

爲 ない レ 河岸 陸 輪 込 くいク. 票社 )Wべっ 的 は ア * 

リカ. カナ メ "ら ハ 厂 ロ シ ヤ2おい、て ポ 訳く、 

材生A扱ぬにむけら て いろ. ・ ハL a べら そらっ枚 

城H 入イスの 糸 A茶件に今す ら上 う大、く修Lさ

なけ 、らな\

上ボのこYは主Iに 今ﾡ とら性バ 小規誤 汽有光おけ

みより め夕い国らどそ会社行光対 し て なて はまとっく 

»». しかしながめ. 小、契炭行休○竹有右くすめホぬ所行 

者合 イc チezeut aw.c& axecczそ。x 今導と ﾡ つめと 

2永功生ﾡ と輸送っ 合 理 ヒI: っい< は い、内へないLて 

い ク ﾡ今は L 一ﾡ資 用 o ハ ハみ が 方 v W (、ヌ ナ/ 人

々 な 巾 ( L くい み
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系ﾡ○例においく こ○合化○ﾡ合は, 茨ﾡ費ﾡべふにおいて 

はよ4のく増/してミておリ なおネおいて 8そうでカクよ 

うにでPク こビ,そ しく旅式ﾡは化つA系におけみ負衆Y同に趣 

2 したっ く計身でさ2っく 張上みな相糸 みほ どえ分ではな 

いで力»う. またﾡﾡ化は六用のかのみ令刑化チ役ぐ 力みこと はﾡ 

ミみべさぐろクう.系入の1ﾡ性は及うの新裂めﾡ少にろろ. 月

- 時(本ﾡ化2より 林に桜委す物る確係すみに当っ く 産來ならび 

2都市の商糸とつ親令なふ現てなら しめていろ 合那化ら全千役総令 

そより 糸材 生た と 冷送責 用を低めて さていろと ﾡも していろ 例lは いく 

つか存仕していみにすぎない. 他う 林茶2おけみ令理化○丁能性は 

系期において a. 一般震条おけ方上 り &-沼Mﾡていろ.

-29 一

質高底とﾡﾡと *る*まの立太岡格透し

・まごスエーデンにお→ る ﾡﾡ生雇と ﾡXﾡ用項目の 中. 大 o e 

クはﾡ須である. ほ年u退先的に上昇してゝこいろ"ら. ・れ今日の 

スエーデンに おける森林有ﾡ ダレ ンマ &-酒ﾡ側= して いる-賃銀 

常に上ﾡしつづけて たていろこと, そして、のジレ ンマド新 t く い 

でみろうとじう友対バ生生ずるケと しれない. 本林ら賃に喫するﾡ点で述 

べeシとく」 オる*世ﾡ大救ゐにおる質衆 は一破港紮竇無 と 国 じ水率 

c ・上F してsている. e して杯太におけ る-彼屋常優銀と 町心 上-昇 

塚場をいるとき卓することゲS=る- -』我理堂備衆 氏 庆林の社争バー 

殺をﾡ=おける4ﾡより8 ふ う好ま L く いべ故に,森ﾡハﾡバに対し 

< t ま払われるに らゲいない、

矛危は,々の ごとく のるこ とでさ る ・ つま り ・ 赤業は長期にガい

<. もした太な価格か、上身し缉5いとすれ口： 一期葉におけると同じ 

係順 を 支 以い奔ないこと である といいうる・

ンの屐初の 理由ホ 林業 ・-求意ﾡ と 同 じ合揮化 の 株会も長 しない 

ということである. & し合ﾡ化が主に技的ﾡ承の食の③段でめるさ 

ら 燃城&=関する"ジッ. 林家 二-殺建難の ゞとくおこα>こ と 

はでこgい, 一報産業におナる除ギ化はオー トメーションの夫にまです 

ら文行でさるれどど.林業の諸係件通じている人は述1でど. 松だ 

=よる白ボみイの べ督は 找械化の 或後階なニ 制假される ・とを知って 

いる.他宇ぼﾡ 党により大いに茨化するけれどこ. 軸ﾡべなお-ﾡ 

映い縦を的参ほ蹴されてい る, たと え【ゴ、大規植なー 赤 林』小焼横 攻 

今点」・ とA城化に対して一ﾡ将な求会をﾡ供しこいる、 -坂艦デ 

ク会ボさ休公賞」り む合理化に沛して一国家廉ル掇会を一般に提戻し 

<いろ. 後者の森 林企業 = おい こは 诧例 g ら = ﾡ送の米求化 と ﾡ細



織の改舎は並きﾡ夫におけろ合運の主なう炎てか ろ、 こ 取隅3 
い<, ﾡ任の ト ラ ック道路組御の広派は <エー テン林業の ﾡこ ﾡ利g合 

ﾡ手段で ろるこ とべろ られる.

沢山の建業匸おけるエ易親壊と能" の 噂加 に当 っ <生ﾡ長下ゥ 

装い 料会を提供して いる,し少しな•クバら. 林業=おいて.ﾡ株地面ﾡは 

増の= ない・ そ して すく ar< とt スエ -デンにおウる個人的上止戸 

面積の着加機会ぱ,-ﾡさ立法の故=」 卜諾に川アミしこいる、ミら 

の に ちいこ. 会社は い しgく の い ず九 ク有者に属する 分欺 れ 

に林地を柴中することべ宣やで»る、 、れ=よ り総城化へのより食い 

会と永ﾡ的族林労仰の社用に対ナ るよ り まい米会をく っ ミ とべでさ よ う. 

こういった貝合に本林ﾡ右を西額4さ せ る強立なﾡ野ゲスエーデンエ 

行されUいる。 長立の部査=才れば 全表状面殺のス/ %に複当a
/ス。2万ラエー之ーク森林ゲの>る西組ﾡを心平としている-

救病的べ及に愛する産業におっるとう /っの専因. F政ル去を改ﾡ 

し, へくこ上昇質郷の支*、を収するにマて交太的や都をろたえと 

いる, ミは校行府筆新ば改告された, ょ ・ー看m工され生走物. と 

リ わけ全く新 しい生艦ﾡの Kﾡﾡ そ 可能 ら しの るというらた 

新資ご る: ミコー般の生活外準の上耳こかくこポ ﾡ実気質の上 

& 可能な らし め ・非常=宣零区方法ごろ ろ. え$4前=梨止さ れに済長 

生建物の我座 Fけがか日生産ュ て いa=す ざgい、 しハしなべらっ, 

鈿C若3 この方咳' そべ塔H一のは艦ﾡ。大ね。(ﾡﾡ, 寸 ±6 

いしﾡﾡにおいてのみ具5ろ )土生産するバサに・ M笑二 ル••、てT不 こ 

しこいろ・

し" しなバシ 大み の雇業に おけ 丿 ・ 同 丁 く. 学制 ヒーノー•ーー 

活ﾡ人だ加ェ らざに会く新Lい 産引 ニ受さ とる :とにL 二な 

をこってさていっとこ ろの林産業においこカエさ れ ﾡ料で ある・ そ 

れですくくと:- ハ 何で内 おいて. mエ 生産物価格の 上ﾡ し= 

北太 ニ対 し て . 林意米 は高価格ち支、っ 2. こべでさ る であろう。たとえ 

ず/夕ノ 小 のもオス次せ和大黙のキぞょ ごのﾡ向に ガい て. 製*耳 

太とパルア枠ﾡは, パル プ校価 格バー 般物 曲指敖 1ニ 乙 修正 後減少 して 

さ erれどこ *ﾡ価格は実ﾡ=屈一 = と どま っ白と いっ 新実に こ?クわ 

らず. 上月してこﾡ (オス. ・表分照)。キス 次大戦後に おける一智 劾

・ ・・ゝ

ﾡ的広格切向は, 、・でほ取状わないてろろう, というのはそこマでは

ﾡべ並せられていたハどう"疑向でろる"ろごある-

合理化に岡して. 、れは過去における」りそ畑感し禅る近さ未末お 

いて. 製炊求=おけるよ ・こ杯gらどにパルプ産業において一不太さム 

影響を。っている てあら う と低ﾡするこ と は合理的をあ ジラ,

条にらがにパルプ意業は. *の松大生燈ぶり と団貿易上へ ラ と りP 
け共がごたれよう. しし. よ<ﾡ生すると思われる全く着い、校行 

み 就が 生じないとナれ ば 合化 ゲ長 ﾡ = おいて 退去 = がけると 同栄広

票べ生ずる"どう"は疑しい. 社方. mエり丸太ﾡの最終価値を 

ﾡmL. それによって利益を着mし. えX林の上ﾡﾡ格名る*う可能性 

は長期的視よ立 ってみて.過去におけ る と 目靡「二ゴい でろろう.

將耒 c おける 林ﾡ物価ﾡ

林艦価絡は. 他のすべての a品 と 同・,ぷ、る*的=ゴーﾡル商, - 

資市めに おワ 6 席専 と 供給合に 局 送 才る 沢uの マ ビ に公子 しこいる ・ ﾡだ 

の作用よリ. W回の 一種 の 残断均術が、ー ミ浦に おいて ○たらs れる.

-定布 あこおいて実 wの ﾡ早 z 株合の方に並ず<作 用は短ﾡ高ﾡに お
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いそだけでﾡく長期る面において とﾡっている. 後巻の 高面において 

最も立 野町 こと,言 雨べ低格 に J- り 補償 されびくこはならgいこと.

と り わけ限界費用尔極烙'に』り 補債さ な< とはらrいというミ と乙 

ある. .

ケくて, ロシャマグらの競合バ太ﾡ市あにおいて あ らわれた今せ名のネ 

のにおいて. せﾡ市におるスエーデンの#産物価格べ長ﾡに丘って 

上昇す ろ であ らうというのスエーデンにおるむしろ一般的ぶ意夏て 

あったさ とぶ極く 自べであ った, せﾡにおウ る林ﾡ物のﾡ号常加に対た 

しそロシャSらべにそのにおウろ -番並距ﾡに毎ﾡする泉生林にまて 

ﾡﾡ茨大されなくてはαらなのった. 一ﾡ楽ﾡ的見解として. 本 

不Xの普加べ子測された. そしてさ らにせ平的不足ですら予思ゝe.
これらの予超口実型されびかっ=. 野実. 及対の高ﾡがあられた。 

何故。ら. 里隔地域におけ る紊 秋出屋 と 啓必 の 困結性弱加式 素ﾡ生産 

Bらにﾡ送=おいてのみでふく. m工とﾡ徴センクーaでの加工生産 

ﾡの鈴送におけるよ先の結合結果によのバランス させ られてさているか 

らでみる。ハくてﾡ術は, ﾡの高ﾡにおけると同様に, それべ生ﾡ長に 

及ざす影響によってだけてはな<. 納委に及ぼす承響によって. 本ﾡ物 

め価ﾡ決ﾡにあたって最破の作用を そっ てさている.

技 痴的発儼の 生庭資 に お、よ ずす重珍を財孫について いえば ・ば* 

れぞれの向品とﾡ粋に対して相並している。 新実. このﾡはイギリス 

市あにるいて 示 しご とく, 一方において 木松に対 する ごM ざさ の 価 

格ﾡ句の . 他方におい て □ 本な人ル プ とﾡに対す るこ表 ごま の 価格勤向 

のﾡ z み1宰はﾡ速であ &. 欲らびにル プ年業ローﾡ所いﾡﾡ と 

待のらごに化等的生新にﾡす &が. 展対激 U 合理化 に 対 tて同 じ可ﾡ性 

を もって いびい,新文京生林の南後. 製求業小ﾡﾡらみにギﾡﾡ 

エ湯にむがっ て追行 してさている、 その上. 通当 京料校の 供給べ終 

ベルプ世窿 初の 再専 急 噂に 充分対 しこミﾡハら. エ における承料状 

ﾡ戸はゝれらの生逢物価ﾡのﾡ少ば何を防止してミなかっ。 他方. 製 

枚業 は他の た *白 と え 欲ぶ ら びにパ し 7 より 設夫 さ れ =減依価さ 

系#に支ムわれば"ら"のっ一方 価将の 長高ポ経 べベ皆煩い 便同 

を通じて *代の 上に 謀せ られて さ こいる.

ゝは製水業べﾡﾡ求に対し こ本点パルプ産だと 菱合と4< <dから 

ロハクに=ばに おい て. 撃校式における 投収益を oか な り がい ったこと. 

を し<製ポ業が製ﾡ用え太に対し < 高、、痴格を 支必い う ろ可能性べ劇ア 

さ九てさた、とのついて説明している. こちろん. 二の一般 •的規 

町 G らの冽カコ,庶战 匸相す る 地吸的陶聲•を被給す. る のか、困離であ る

gい しパルプ枚価格がな お依い湯 匸 おいて 生 ずる ごあ う う ・

価格に彩書するるっ /つのﾡ専8塔区はべ等で5る。 ゝれほ個別向品 

の面格上昇を理止 す ろ ら全向品のれ格に非常に残初な受客そし ってき 

ている。 林艦ﾡ=対するﾡ的号べ者. さこなくば庄じたと思われる 

木炊価格の 強ロ 上耳 を 西上 しこさていろ.あいは 商ﾡ価格 との図 

ﾡで或市湯に生じてさ た価格上昇を制I し白。 Arらどに 水枚パルプの 

花の生産物の 合. パルプ生艦ﾡは *ポE らびに縦物ﾡ といっ た他の 生

ﾡﾡが」び魚枠に対し <べﾡ Lて さたハら.代ギﾡ の"たちでおさG 
われてゞている、 他方. プラスチックによるぶべﾡ3形ﾡﾡにぶって 

さこいる, そのっえ,ﾡ製造用* 核ﾡlの極ﾡ維によ り ベﾡする こ と 

ができるゝと が ら れ う。ミう い った,あみい せ 別 の のたち のべ替が 

行 ざ れるﾡ凝はﾡ合向 な ら 乙虐ﾡぼ回 の並合性 と ﾡ格に依有 し て 

いる- このﾡ点に立って, 技術知ﾡみけ定府総容力こむってさている

求ﾡ的ﾡ税還雇によ る 代售 への影響工 高品Gらびにﾡ料の効用Gら
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どr生産ﾡにおウる-文変化により. さら=は会く新しいﾡ品. 承料な 

らがにエネルギーﾡの 卒新りこたう れてい る .

さ う ごうの市湯におつ る 林産ゅの将求 = おけ る 価格を 考え る=当っこ. 

資正したと同じ作用がまた将素 においそとイくであろう とイ定する ミと 

は極く包総ごあろう。 しのしなら. をれら の相互作用の 最終超興 はこ 

と"っているでろらう. とえば 総ルプ・ﾡ業生産費浪少を計る合 

ﾡ化がﾡ行しうるざろっ. そしcか< こ、れらのﾡ業なお数大 して 

し、って いる 地方 において 限専生産貴減少 と い った救向の句を し, 

そ し こペルプと終価ﾡの 返少場向 をとりうるであらうハ。 そし て総ル 

プに対す る列の 殷料資源 と共=, 基ﾡの本林はパフ・とﾡの平食に対 

する 階ﾡ的祐果 を & ってﾡ料の平生産政上をﾡ止す る ほ どた分てら

ゝれらに. *末の 事柄口ついて条・にﾡられて い ない故= 回さ 

はきあでロい と ろの 市であ る.

判断 を政けるたのに. せ承の表 林資ﾡ と 将未 = お る 林艦 4の隔撃子 

ﾡにっいて次術に お いてみれる.

将未におけ る林産ゅ除給

FA2によれげ タ4o 午の 合せ 票 =おける株林イ株番は / フッス20ラ 

方 メートハであ る. ミのうち 又20布立お メート はは逢業 用2ど

4St-2&woodでろった. 後為の数甚はお>ざっ3°にいって, *救. 

4. 合坂 g ら がに 繊維ボー ドといった 加エ 生ﾡ物 のせﾡ=おけろ有ﾡﾡ 

こﾡ木,ポール, ボスト. はらがに乾ﾡ用ﾡとい→た非の工ﾡ有炎 

せにろ たる.

斑業用我 0根採と 清竇の 天# 中比アメ ・(sみo。 万 ラ x - トル).
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ソ通(ス4/20万立方メー トし )ならどにヨーロッパ(え/ク2○万立方 

メートル ) ごお、Erわれた。世単へ 究会の土せで ははわすか / 7ぷe。 る立 

方メートルである。 れらの団ごば. 前の池ﾡゲわすかみ4200るの 

人ロを こって いるのに ( 4o年) , /バooラ。 ヘゴをみ ・えこい 

るさと&きえるとさ注目に値する- ミ のミとi注の楽会の諾団ゲ非常 

に大さぶ溶在的ﾡ尋を こっ こいあこと と して指窗 と れて い る、林産の 

**ﾡ格に対しては, ハフる林ﾡﾡのﾡ未帝ﾡべ明らハに, キずオノに 

と り5げられるべさ立号性をこって い よ う。林ﾡ物についての 帝塚予剥 

は, さまざまの地に対して. また古界会体に対して, ﾡを要にとて" 

されてS ている。 、る子測→常に実ﾡのﾡ向=よってﾡ正さたるよう 

に風われている. ミの、と は新 しい改討=九予到べロ>れなくそ ご 

らないミ と を意求 している。 というの は木 とい った立塚にﾡ沿枠に対 

寸 る *素ﾡ署 口対しては未 る eけ正 しいﾡ解をるつ ミとが更受で » る 

からであろ。 
・

欲ぶらどにボー ドといっ た単- ﾡﾡの場合. そして 一定の格に重 

る期商c対し て, ポ品号 の千ﾡを おミ なっ とは一ﾡ居ﾡ であろ う. 

しハレゲら. 時専の -ﾡ経浜ﾡ句と人ロ場券への夕有ﾡ保ついて 

は活していけロい。堯生する将来の事態コ, 不歴実性をひってのこ 

さ孔ている のでろ る。

この 亂述 U おいて. カ クロ張貞L/ヲ 75年に対するやとボードﾡ番の 

子測をお、なつている- 二れによると総計/〜222万トンで, ・タ60年 

の72vo万トンに対してケ4・ $発の普初る示しているという ミれは 

さら=パル プえ 4oeoラ立 メー トし を騒本す るゝとにいらう; ミ

年 ノo0立カメー トル の塔初にあたる. ゝれ は上述 しeこ とく

/ ど0年 にノの又ユ00 万立ラ -卜しにお\て あたえ ら 九た現在の 産業



用材消ﾡに対た して方えられるであらう.

大枚のゐ零は将木け述ちにおけるより -登没いﾡ合でﾡのする てあ 

ろっと一最に夕えら九ている、 このミ と は木ウの消安場ﾡ H一般の 経済 

ﾡ何の塩あに還をこって じるゝと, - 方殺ぼらがにボー ドの 消氏歳等 

は史行するこ とを意している. ゝの相武に対するノ っ の ﾡ由に . 例の 

炉によるべ勝さ、九さでと有利に作周して Sたとミ ろのAとボードに 

おける りそ木ﾡにおいて一ﾡﾡくあらわれてさﾡゝとに 末め られる ・

苦界にガける意業用ﾡ千測を"すにせって の大さい千ﾡ気性の数に.

J ? 今野 5内 る 通去 の移を差え ろミ とばメ 味のあ る ・ 合書 ﾡに F け 

名素ﾡの産業用枠の公株盛はノノス$〜 スク年平向ご・ど7の00る立方 

メートル(皮なし) と者着ぼﾡ支し ている. 4o 年の逢業 用べ 

量/2ススの2万メ ート,ルの約よ。%, &勺孑 スククク 万立 方メ -ナ,ルト 

な条ﾡであ 2た・ ミれはク ス～ス フ年ヶら ? 6 ○年=至るッ 

芬向にメルクク石立方メー ト,しの増加あるいほ/毎当 り eso万立ラメ 

- トルの考死に相当する. ミれ区ヌ2 0年と フ$年向に /年当 ッ 

/ッ22る立方メー トルにgると L統とボー ドだけの予測のに比数さ 

れるべさでみろう, ミのノ00万立方メー トンの中ざ夕/22万立ラメー 

トルはなﾡ樹でが る,

・ の 大部分 の のは 運 に おい て生じてさている。 この 光万 は林ﾡ 抑 

の 自給自足そお、びって いる. そしてそのう えに他の 比校に対 して指当 

の余射2くっている. とれ教. ッ以メの書甲における通去の4想を考 

えると と は犬味深いことであろう. 同じ声ﾡみら. の場合におけろ外 

場。 代茨長 コク z 〜スフ年ハらタど24に至る立こ < ス20万 

立カメー トルから 約s2o。 ○立お メー ・ンにェ ご. つ り ケo0x 

立るメー ト ルほごﾡ加 し e . 、れ与平協iとの万立方 メー-卜L のと 

いうことにバろ ゝの増m生判許するとゝ. 向題とする期商の中匸口切 

夕当ネのも甲恐こ* z 者球大 eふくんでいるゝと べ賀索されるべ 

こごみろう-

たす的に後ﾡ回のらの遺在的需母にﾡ しては. とりわけ金界人口のS 

かのを占める. そしてくロのより一ﾡ急波よのの予想さ北る終は 

らに受ﾡ#において通貨不えへ 教に請入によ ・高撃生ぶへでう、とに 

函とぶつている。 、れらの地域における千ﾡされた産ﾡのぞ«ば.他

同= おいて . 相当の 紙 X 板席専の ぎ生 &歳超す 8 - とゲ 

ﾡ待されている. 同時に. 、れらの回占町日に急連に生産でさかい一ﾡ 

y感G輸入に対して概用す る通気を 締約する ために国内パルフやき京の 

統合的怒枝に対する 藻舟を最笈 に 利用 しよう とこ、ろみるSろう・ こ 

九らの地方の 派#資衛ﾡど,い、2遺常止方のな業ﾡに対比 して 

こバルプgらびに欲駅止に対し て適 ( てい。 い. し。 し線パル7製丈求 

商の今後の確比をおって. ゝういっ,月るいにそ。他の西健性は済次 

菱限ゝれて行く であろう. 故, れらの地方 らのパルプとく動入 

の顔着G上昇はﾡ特されかいてあろうべ. しし, ﾡ当さ 並常的8ﾡ 

入が畑特されるであろ う.

ﾡ夫におけろ木ﾡ供給を見する、とはﾡしく 西ﾡである。 界の赤 

林渋沢の実ﾡの 銃ﾡと性貨の 知ロﾡについて. FA0たびたび(最並で 

ほ 9 ss年rに )古平の森林資滅についてへ報告 &だして いる,書系の 

ぁ手 り 童要 ご な い森族姑載に c いて も 宅全な調査 を してい るので. さの 

城歩n 非常に 豪更 でお る. し"し, こ の報き者→経斉的に最 と2連察書 

が林地炎. たとえげヨーロッパと北ア* ・なについて よく調査さて 

いる。

ミの報き老で一ﾡ詳細5書界に お る森支浜と 生ﾡ高についての



検討らづされていい- しレエゲら. 若千の表が的資料ゲこの向を 

きえる 湯合役 っよう に堤供さ ている。 ゝ らの資料ォ 7表に取り 

まとめられている。 の表へら, /タ$$における界の会希林面頑 

は/2み2700万エーカーであり, その半分上は利用可能のこのでうっ 

たミ とが知られる。利用可能林面ﾡ47ケ22スエーカー中ヤ そのギ今

纤 7表 夕ぐみﾡにおける性ﾡの本林面意とノク2ﾡにおける及株ﾡ FA0

比 滅

総*林 /00万 エーカー 20 万立メートレ 20万

利用可先
ﾡ 検

利雨の 外供 次求株豆 ・240年 

のヘロ徐 計 展然用株

北アメフ "パ ? /スス8 ク0分 ッ え20
ヨ-ロ ッッパ ッ ッイ/ ッ ス eP / る

ソ i スク 22タケ // ズスケ J" ス4/ スパテ

ララ ンアェック クユ/ 2スス <P "/ タク スク7
アフリス /4/ ッ ? 夕 で火え

アジア ノス e4 $みv スクえ ック/ / so / と 歯

よざ※" NJ7 4 < ス2 え テ 4
総 計 /◇2 7 4 フ 22 / フッそ ク$

パー セ ット /2 2.0 ッえ ッ&.7 • • •

ノみ=ッ ッc. ft.
メ上のッ4/222るエーズーに れ*で利用中ごみっに・.ししなゲ 

ら. それこの地ﾡっ全部が/っの方法さいしﾡの方で株を してこ 

たこと を意味 し て はい , 政とめ ﾡにの添い光城は,.圧んといってと 

ヨ-ロッと北アメリかてある. ゝれらの 光ﾡの 全み林ﾡﾡ2 422 
るエーカーのうち, 200万エ ーカー は利用可能林 と して今着分さ 

れてい る. そして 英除に、の城の全部が利ﾡされて さていろ と報告さ 

れている, このことは会さﾡるみて。これで大都分利用可能と判許 

されている けれどど , よ だステーの 入タう けかい 原生林バ大 百 旗 に重 って 

各た しこいるゝ とと ﾡ して いる。 たヨー ロ バにおいこ は承生林 

なくgり. そしこﾡびに全泉林の利用可能とぼつている、

未にがけ る 全きﾡのﾡ林いい しは特之方における株へ らの生産 

高&価しようとする場合. いくの因性に述もする. まずオーに, 

どの液友ェ で魂在利甲不可能と今類されているお林べ. M泉求術の歩 

ないし本枚価格の上昇より. 一で利用可能こ守るか抑断する方法"G 
いこ と である. そo上. ﾡ在. 利用されないご将在している※ﾡ光度の 

なま料の支水な者ﾡのパルプパ校佑の 包上 じて, 知何区る ごパルプと 

約に利用 さ れ るがを 予見する、こでさ"い. 最後に・ 新次しかし 

不冬文g結果を tって, ﾡの京生林に と→てかわづてき ているﾡ余 

かとネえ 次林の *未にお る ﾡ ﾡを評価する 企は な い,

は北 アメリカとヨーロ ッパにむ られ るが. この 合. 非ﾡにﾡ 

谄的に あ、, なっ た, アメリ カ林るのア* リカにおける格素の木ﾡ新給

定べ参ﾡにな2 であらう. ゝのヤで巻干の 的心 バ針鹽拗の 湍来匸 お'け 

る 生逢ﾡについての評 価に込っして いる. しかし なべら こ しに至の ら べ 

それば7 ナ ゲの師のな大は光においてﾡ在行 している森林蓄ﾡに 

よ り確立されてるﾡ大な余料に血過するゝ とが乙さ るでみろう,

ヨー ロッパに 図しては. ・P ・年に F40-よ り完会なﾡ査〜なされ 

,、の氏では. 孫生林の存をべケいので保続も生産に依なしなくては 

ロらgくぼっている. したべって. 林外産物のﾡ夫における普大は. 保続 

生産におけるm, たあの一番効率的は利用. grい しﾡ入にﾡ待し 

rく てuならふい。長類におい ては.,衣ﾡのらの 生産ﾡをﾡ大 させる可 

能性べ存在している. 短期においては. すでに. 木オパルプの生産ヒ 

欧ﾡ国において加させられていろ。へく てスェーデンはﾡ在次の級年
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阿 = 5る ト ン と木ﾡパル7生たの 大 さ送行してこている, フィンラ 

ンドrおいてこ 同様のﾡみべ造行中でみる. ナーにア* リカとカナダ 

は, こ かしま ごの ヨー ロ ・パ への 本ﾡに クえてハル プ水マのﾡAを 大 

してさている・ 政後に ッ連ぼパルプ'と欲をみく んでヨ - □ ッバ ホポ 

諭払を抜大でョ る、

しばしばさ肝模における太救不ア. と ・) わけ夜任の 木枚消徴の 中最 

と を宣奪ごあ ろ素ﾡにﾡ して不足の ﾡ念べ表町= Lてミ こ い ろ. 今日、 

き界のﾡ林浜浜と気次属長登の 知都に 4 ば ネのﾡにおけ ・生た高の評 

価ば伯ゲっﾡことが示されてさていろ。 そのうえに. 新しいバルブ犯工 

に」り.ﾡ帯地域のな素ﾡば意業 用とL こ利ﾡさ て さといる . そして 

終帯地のな業どのよ大～衡系をいルプとAに利戸す く真剣IC切のバ 

町されこさ=いe. 早区ﾡﾡな、くﾡ報=ハしてゝこおり). 受柱. 天編株 

gい レ 迫当 登岩ﾡの 不足している地方おいて大 ﾡﾡ r 亘 ～ <を業甲 

を尺長させるﾡ分。可能性のろ る-とを示しこいる. 森林遺伝学の 蜩査 

によ り長ﾡ=ﾡるあの生産高を大=せる可能性を麻ぞ しこ =こいる 

子 くの場れにおける森林ハらの べルプ桢代探量は我生塞苞七 お いてﾡ用 

でこるとを示して. 梨ﾡ工の 税 し F存林 ar っざにその 他の利用 し て 

い 为 い森林の英太 a貯あべ容痂 u 到進 し うるところに存任している. ホ 

ﾡく外の引の京料バパルプと統段造=利用でさる。 甘ﾡの Lッがら 

竹, 第ふらぴに震業ﾡた物ではぐに大番に生ﾡに役用されて と こ いる. 

それ故. ﾡ未の取 時炉 = おい て 最終的均衡 べ到遂 =るまで. ﾡよ 埼 

ごs る 素六生ﾡ地べ演少し. 林地べさる ここによ り愛去 rおいて 

まﾡ=てさ 上 の 系の 不 ﾡ加ち見ﾡる 何等み ﾡ 由と 受早 かい 

シに電われる。 このﾡﾡにおいて. 格夫において. 製ォxズよりりより 

少ロいﾡ料炉希ﾡのなを してい るルえ業の権ﾡ=対して. ﾡい消

長替大べる分ロお将在 するで月ろら、こは お全ヨ九 る べミ こあっう 

しかしながら 長ﾡにおいて ご然的に去ﾡの木*や零は. き界の

-管血し F系株 炭"らX 本然加生理 = I り 供合 ミ れ る 点 に到 ゝれる 

にらべいない。の 7 る 尚命の 状態が列世ミチしろ” ら h. ﾡたその時 汰 

ﾡﾡの頂平生 A長 は 最早 阳 を 貴 の 上昇= より 受額 = 九い ごみろっとい 

うことを意味しこいる. ゝれは,ﾡも的株付歩バ 競挙の茶化4向 

を伴って. 生艦氏のﾡケに眞素信ﾡでさるゝとをﾡ味している. ベッ 

林方法をこ っ原統生逢業。 生表バ 円メと なっこく る で あ ろう. 飛 

界生産員の 中に新 しいな因の 番性っ才え方 会あたえるﾡy =. テ

でに係も 店ﾡべ確 泣されている エー デ ン = おい < 西林 氏 は 生A 茶 の 

立木価ﾡの約く %とぼっていろことるめ げデる こ と ゲでさ る . それへ っ並 

林ﾡの資本利子は. たとえば資本利るの責用べﾡらかに立木価ﾡに」り 

生れる べさ ごあり. 芝故炭程えま ご注率ずのﾡ画=影響するとして 

と ・ 政平生産貴と林ﾡ物価格に影響 しgいでろろう こいう、とが仮ﾡさ 

れている。

' 結 鈴

ﾡ- ﾡ布 ゆに分い<丸 大校店 ら どに立 木の 価格は. た してさﾡさと 

く林左術の価格ﾡﾡのうちで. そして5た他生産ﾡ乗( その中でﾡイべ 

全く表記的である )の相五作用=より承ﾡされるでみろう. gお一で室 

多ロことは. 一般經福 とりわ虐業のぞﾡが生活若水器と実類賃祭の上 

昇をいたらすかぶり. *末において. 賃べ玉常的に上昇し, 足して杯 

未む そ北が期待されろゝとである- 林ボは一般産式におけるごとく合獲 

化. gらびに新しい生産 と価塔加手災の ﾡ新に」・ 弥賃上昇に対た



する可能性のないことはﾡ止の分杵でべR. cし立木岡ﾡべﾡ少しさ 

ビロらげ 長類的には太ﾡ低格べ告mする号のある。た九日木杉口 

ラバに太ﾡパルプﾡとの対比において 省ヶ して s た過去における えX 
ﾡ価格の場合にみられる。 ゝ点木ﾡﾡ風ﾡ業はネ林経営』・ 合化 

に対し て一層 な い 今号をしつていろ:と. そのうえによりﾡんEmE と 

生艦辛の紹介にゴッ ﾡ料炉のら系生しに個位をﾡmさ と ろ艦業と同 

ビ可能性をこ っこいること =ッ説西される. 長期商=重っ cのゝと 

差能でさ sへごうのは予き する とuでs ・い. 公正号立木ﾡ格べ 

採割合を烤結するため匚住澤で方るか ら(とッ わけ野地城において ) 

共差物の ﾡ界生産彦べ当mす ること ヶ く ﾡ生す るヶtL れぼい、

これ らの彼定か ら. ﾡ地方ぐいレ固において到逆した立太価値は, 最 

後に 合理化と他の生展貴伯減方法厂より. *してさらに生ﾡを新生ﾡ 

ﾡ念 ら どに新しいﾡAの古い生産物た過次さとやこ と Pよ り本対グらメ生さメ だ価他を招木 

さとるこ とより上矛ナ る労質に迷たナる所ﾡ性に然得している ごあろ2所ルこルとナね こヒク

能性は. ﾡのた業べ労のGさびに他の 生艦専因のﾡ用に対し そ支払い 

うろﾡ格にガ>いに依有している. それのら, ミれのﾡ後にそれをれの 

国の函氏経ﾡにおる本末の位置を交足するであろう。 付置的に. それ 

はま た古 呼お 强にお、いて 後合す る木輸画の前途を式す sゝとにGろ 

う. 最ﾡに, ゝはまたﾡのﾡ品ロらび一系料ﾡとの競合劇係さおいて 

古 界経済における林業 の 位馈を 決定 する でnろう.

、れハら. 林ﾡ物のﾡ界生ﾡﾡeけが林ﾡ物の価格を沢文じざぴこと 

べ南白に なる ご、あろう, ゝの研を通じて知られるぶとく。 長ﾡにおい 

てﾡ京産責ば価格よ りカバーされなくてげならていこ は牽実でろ 

るとし<る, 生権はﾡ厚寺ﾡ類べ予ﾡ価格よ ッ カバーざれGい点をﾡ

そ逃行されかいでみろう こを辞ﾡしないがら価格はたﾡ生ﾡ

-43- 
貴に彩春をおな ずし て しヽ る. こ ) で人替一定市における全中価の相 

を依各を創並す る=当って そしこて他ぐ ou台を= Grめコ -ス 

ととらせないよう)こ ナろ に当って 好 力 も法 ﾡとなっ こいる. 松のォ対に 

よるべ皆がないヒナろなら ド相当州ポがﾡマ ﾡさcると4フcろベキ 

にっいて. ヒ りわけこのこ と ゅ合さJる と忍ル』にる.

資出のﾡ由 =よ ば 木は長期にお いてェ た保純生基盤に立 

して生督される木の生ﾡﾡをカバーナるであ ろう. :

まで, 立 木価格 はﾡめ られる ﾡ凝 =おいて斉 炭林 生貴」リ 

米定されごさなハった. *れ承生林のﾡR平ﾡﾡ生倉に」り※文>し 

てさこいる. そ して 生ﾡ長 用は下 い立 地休牛の 地方おい て.そして不 

足を 5ﾡしてさていろ 検事に対し < 立木価格 生 高,4っ て\ ぢいいつゝ と 

ゲーﾡ正しいであろう。ミ北すら非常に正しい記述てはgい何故与ら 

ビー宿遠羽維兄戚たら バ=-香i並ﾡ ごミでい素ﾡ生産ﾡに王 で時容& 

のビ寸零性は 益をこつてハ. あるい占ごたずに生逢ミス次 

林いらの生産によりﾡらさしてさている。
・ こ •• X . , • ・*

しレなべら. 古界の一爾近；您しう る ﾡの最後的同ﾡはみﾡﾡな 

らべに立木価格の上昇によ ってこたらさ れる & o とﾡ待す るミとは 負然 

であろう, こば戸とえばアメリスの北太平ﾡにおけるぶとく承求 

からの生産に依将 しているよ う な 世 域におい て 一ﾡﾡ白でぁ ろ う. 会体 

として 全肝にﾡって. これは過去における ど、とく 後•末 に お、いこし 新遺.

的 手続で、あろう, そしてすかのてﾡをしていたよりこメ上に.. イざ" 

ス市によ りペ未 れる ざとさ 一般的 な•生界帝通匚おける挹格:趣粤に曲 

して読常に願着 α決 と占らないであろう.

部ビのぶとく.大体においで 吉留一の大生消責か弟次を產し終. った此 

ぷの4能生産経旨のら と ・ わけﾡい立ﾡ低F2 & っ本林" ら#合さ バ 

Sくては ふらない号合. 長ﾡにおける氏ﾡの均ﾡがじずさ れるに ち
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ゲいロい, ミの状徳において. ﾡﾡ求ﾡの艦ﾡはゝの新しい均ﾡ下に 

おける立価格によ リ フバー さ れる ことべ期特さ La ○あろう. 幸*、 

支全の物新千 匸 おいて • 音 際林水 o 7春 要 用は示 生林に おけ る ﾡ界為 a 
生産ﾡ用と 同 じであろ う .

まずオーに, ﾡい立休件の北誠においては 選去におけると同じく 

格夫において と. 相きの 肉長べ本末の負然が によ ・ ﾡる こ と ゲでミ るこ 

とが知らる ・ 4 れdエー オー 当り の立木価格。増大=」り カベーさ t 
&べミ ところ のこの世薩高を稽加合 せる 費用 で•あ s.
この点におS て, 林豫 げをの我期世の故に,新み今の 我也と輪我翊の 

終赤におる長終生起の向に時町べあ る と いう株殊の位画 を っている 

野造投資= おけるゲィドとLてこの+う にい 株栄 = おけ る立木価格 

を予ぜするこ とは西電である- そのうえに立塚ﾡﾡ用ﾡ目としてのテ子 

は演然、しており, そして 休ボ経斉運論におけるﾡ寺物となつている.

ゴぼ用と価格におウる四係をヶ～り求然とさせている. そしてそ?

結巣として,投資政策の機会を失わしめている.多くの傷合において. 

政政的休をが得られる師能性のろるとSですら. ゝのrル済並林"尽 

ﾡされることにかる一あ. 大なり小なり経済的収益の 見近しの場句にハ 

"わらず 原め生昼林業は本ﾡが更塚である全ての回々において 実藤に 

-抵的に公誕さ れた森求政策で力 るというゝ とがでさ ろ. しケ しロがら 

それ片かのり変化している. 同じ政策が 原維生起に依得している引く 

の系球有看違によ り 銀婆 自身の 阕心匸 よ り実行されている。 ・れは、 

の方法で彼拳の巨大は工あ投ﾡを係護し工 うと している欲ならどにバル 

プたﾡの合に おいて ッ みられろ. ゝのすべて 、れまで 全きﾡに貢っ 

て者及林へのﾡじを高めてさている. 、れは疑〜乙なしに, スエーデン 

ならNこその也の北欧諸国にあ、いて一衆的で、ある有成孤核の微い経済的
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ﾡ果を係護しよ っとしこいろの ごﾡ'). 一方系球生たの減少ゲ国K経済 

に&す受ギは こ のお、において油ﾡを許さ yないで» ろう. 同じミ この 

当たM業K 国民經済匸おいて車専 ごめるW団ついて と いえる であろ 

っ.


